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数あ る動物 フ ィラリアの うち，抗フ ィラリア剤ス クリ

ーニング用として最も適し てい るのはコトンラットフ ィ

ラリア Litomosoicかs Γα元功j と考えられる． それは宿

主 であるコトンラットが小動物であるため，実験用とし

七数多 く扱えること，繁殖力が旺盛で経済的であること，

フ ィラリアの寄生部位が主に胸腔内であっ て剖検時観察

し易いなどの利点がある為である．中間宿主のイエダ ユ

も大量飼育が容易であ り，また Litomos 回心s の薬剤に

対す る態度も，　cyanin な どごく一 部のものを除 き，人

のフ ィラリアのそれと大差な く，この点同じネズ ミ類の

フ ィラリアであっ て もdiethylcarbamazine に殆ど反応

を示さないとい われる D・ゆi　etaloncma　iviteiよ りも遙か

に利 用価値が高いといい うる．

しかし ，コト ソラットは元来 が米 国南部の野性 のネ ズ

ミであ るため ，性質 が荒 く，扱い難い面 があ り，また共

喰い の習 性も強い ので，一 部の国では コトンラット以外

の動物に 石油 nosoides を感染せし めて，薬剤実 験に 用

い ようとす る動 きもある．即ちインドに於てはコトンラ

ットに代 ってラットが用い られ始めているし，米国でも

最近，スナネズミy 吩 パ回 心x 田ぷぶ ㎡αX・・s が薬 剤実験

のために 使われるよ うに なっ て来 ている・

当 研究部では1953 年以来，抗フ ィラリア剤実験の 目的

で コ1ヽ フ ラットを累代飼育して来たが，　1966年 より大規

模な抗フ ィラリア剤ス クリーニン グを開始した ．他面に

おいて現在我国に於 て入手し得 る各種 ネ ズ ミ類 に 対し

Litomos ぷ心s の感染実験を行い，その感受性をしらべ，

抗フ ィラリア剤 テストに使 用し得 るか否か， コトン ラッ

トに比較し た場合 の優劣につい て検討 することにした ．
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供試動物は次の9 種であ る．　ネズミ科 Muridae， ネ

ズ ミ亜科M 『 鈿a のラット　涅αμ・us　norvegicus， マ

ウク Mus　musculus， アカネズ ミ　j御 心 祝gs　specio－

ss ，キ ヌゲネズ ミ科 Cricetidae， ハタネズ ミ亜科 Mi－crotinae

のハタネズミM 泗・θ鈿s　montebel
μ， アメリ

カ原産 のヤチ ネズミの一種 Clethrionomys　gappe パ，キ

ヌゲネ ズミ亜科Cj・icetina・ のハ ムスター Mesocr・湎吻s

auratus， コトソラットS 縊皿池 川．衍sが加s ，アレチ ネ

ズミ亜科Ga ’ゐillinae のスナネズ ミ　Meriones 　ung㎡・

culatus 及びリス科 Sciuridae のシマ リス フ・qzfαs 肩－

ゐjパas であ る．

ラットは埼玉県 の日本 ラット 会社よ り購入せる ウ ィス

ター系 の生後3 週間 のもの5 頭 ，マウスは伝研実験
動物

繁殖室で 飼育せら れたDD 系 ，生後1 ．5ヵ月の もの5

頭 ，アカネズ ミは秋田県 で採集した1 頭で，恐ら くは生

後4 ヵ 月以上 経過し てい ると思われるものを使 用した・

ハタネズ ミ及び Cletl・パりnomys 　gapperiは共に伝
研実

験動 物繁殖室に て飼育せられたも ので，前者は生後5 ヵ

月以上 経たもの2 頭，後者は生後2 ヵ月 のもの3 頭であ

る．ハ ムスタ ーは東 京椎橋商店よ り購入せ る生後1 ヵ 月

のもの3 頭，コトソラットは当研究部で累代 飼育し てい

るDP 系，生後3 週目 のもの3 頭 ，スナネズミは伝研動

物繁殖室にて飼育せられた生後1 ヵ月 のもの3 頭，シマ

リ刈 ま東京岩瀬鳥獣店 より購入し た，生後2 ヵ 月の もの3

頭である．

実 験 方 法

今回 は自然の状況で の感受 性の有無を調べ るこ とに重

点を 置い たため，実験方法はすべて，フ ィラリア感染 幼

虫を 保有 するイエダ ユを動物に付着，吸血せし めること
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に よ り行っ た．先ず感染ダ ユを30匹，飼育容器から取出

し ，双眼解剖顕微鏡下で解剖針を用い 一匹ずつ解剖，中

に 保有 するフ ィラリア感染幼虫数をしらべ，累 積度数分

布 表を作 り，幼虫数O のものをl にくり上 げて対数正規

ダラフに のせ，そ のmedian を 取り，この数をもっ てダ

こ1 匹あ たりの保有フ ィラリア幼虫数とみなした．これ

を もとにして動物に侵入させるフ ィラリア幼虫数に相当

す るダエの数を算定し，動物に 付着せしめた．動物に侵

入 せし めるフ ィラリア幼虫数は，コトンラットの場合50

匹 であ るが，他の動物ではコトン ラットよ り遙かに感受

性 の低い ものが多 いことが予想せられたので，原則とし

て この3 ～4 倍， 即ち150 ～200 の幼虫を 侵入させ，感

受 性の有無 を確か めることにし た．

感染 ダ ユを 付着 せしめてから7 週目より検血 を開始，

血液2 ．　5　mm3　当 りの ミクロフ ィラリア（以下mf と略）

の 数をしら べ，そ の後 毎週1 回ずつ 検血を 行い ，15週目

の検血を終っ た直 後に 解剖， フ ィラリア成 虫の寄生 状況

に つい て調 べた．

結　　　　　 果

1．　ラット：5 頭中4 頭に フ ィラリアの寄生 が認 めら

れた ．寄生虫 数はそ れぞれ8 （死虫3），　17　（死虫9 ），0

，1 （死虫1 ），20 （死虫12）で 死虫 の多い のが目立っ

た ．そ のほか，発育途中に死 んで，すでに虫体 の構造を

示 さず，痕跡的な ものになった ものが，すべて の例に於

て胸腔壁，肋膜上な どに点 々と見 られ た．末 梢 血 中 のmf

出現密度は低く， 最 高は血液2．　5　cmm中50であ り，

コトンラットの如 くmf が急激に増加す るような傾向は

見られなかっ た．

2．　マ ウス：5 頭 とも感 染はし たが，寄生成虫数は甚

だし く少ない上，死虫 が多 く見ら れた ．寄 生成虫数はそ

れ ぞれ12，　5　（うち3 は 死虫），　1（死虫），5 （全 部死虫 ），l

（死虫）であ り，は 匸め の12寄生 のものも感 染後8 週

目に剖 検し たものであ るところ から，15週 後には 殆ど死

虫 とな ることも予 想せられる．末梢血 中のmf 出現濃度

は 甚だし く低 く，すべ てのものを通じ，ただ1 例，それ

も1 回 だけ2．5　cmm の血液中にmf　l を認めたにす ぎ

ず ，あ とは皆陰性であっ た ．

3．　ハ ムスター：3 頭全部感染した ．寄生フ ィラリア

成虫は回収不 能であっ たNo．　1 のハ ムス ターを別とし

て，他 の2 頭では寄生成虫数はそれぞれ13，　57であ り，

一 応全部の ものが生 きていた．しかし虫の発育は甚だ悪

く て小形の ものが多く，ハ ムスタ ーの組織内にもぐ り込

（28 ）

んだ ような状態 のものも多 かっ た．末 梢血中 へのmf の

出現濃度も低 く，最高48／2．　5　cmm　程度である ．

4．　アカ ネズミ：36匹 のフ ィラリア成 虫の寄生を見た ，

末梢血中 へのmf の出現濃度は ラット，ハムスターなど

より高 く，最高151／2．　5　cmmで， ＝＝・トソ ラット同様mf

数が漸増す る傾向が見られ る．

5， ハ タネズミ：2 頭 とも感染し た．侵入 フ ィラリア

数が多す ぎたため と思われ るが，2 頭とも実験途中 で死

亡した ．寄生フ ィラリア数は插だ多 く，それ ぞれ81，　56

であ り，剖 検時 の段階では 皆生 存し，活 発に動い ていた ．

成虫寄生数に比較し ，末 梢血中 へのmf の出現濃度は低

かっ た．

6．　Clethパ回り肖μ ぶ卯騨 パ：3 頭全 部感染 した ．　寄

生フ ィラリア成虫はそれぞれ6（全部生存），23（死虫1 ），10

（死虫2 ）であ り，白 ラットなどに較べると寄生虫の

死亡は少ない．末梢血中 のmf 出現濃度はハ タネズミ同

様やや低かっ た．

7． スナネズ ミ：3 頭と もよ く感染 ．寄生 フィラリア

成虫数はそれぞれ1 叫，　91，　33で全部生存．末梢血中のmf

出 現濃度 も高く，最高2270／2．5　cmm であっ た ，

8． コトンラット：非常によく感染．感染させたフ ィ

ラリア仔虫数はスナネズ ミのI ／3であるが，それぞれ37，25，　17

の成虫の寄生を見， 末梢血中mf 数は最高1719

／2．5　cmm であった ． 効率から見るとスナネ ズミよ りや

や すぐれてい る．

9． シマリス：3 頭とも感 染せず．剖検によっ て 乱

フ ィラリア寄生の痕跡 すら認 められな かっ た．

考　　　　　 察

U ／回・osoides が ネズミ類を主 とした齧 歯類に 広く分

布 し厂寄生してい ることはすでに知 られた事実である．1919

年Travassos がブラジルのSan　Paulo　 に 於てリ

スの一種 Sciurus　sp　から Litomosoidesを 発見して以

来，米国南部から南米にかけ，各地で 野生齧 面類の L・i－tomos

砿面s 自然感染 が報告されてい る．　1928年Mazza

は アルゼンチンで Holochilus　vulpinus にこの虫の寄生

を見 出し，　Chandler　（1931）はテキサスのコトン ラット

に，　Ochoterena　＆　Caballero　（1932）もメキシコのコ

トンラットに それぞれ 寄生を認 めてい るVogel 及びGabaldon　（1932）

は ヴェネ ゼラのカ ラカスに 於てy 冐公

加G り回Hs に，　Vaz　（1934）は ブラジルの野性のネズミ

Nectomys　squamipes にLitomos 海加s の自然感染を

見出し報告し てい る．



一方実験室 内に於 ては， ラットヘ の 石 加田o　soides 感

染が多 く試 みら れて居 り，一 般に 感受 性は低い とされて

い るが，　Ramakrishnan ら（1961）は 感受 性の高い ラッ

ト のstrain を見出し，以後これを抗フ ィラリア 剤実 験

動 物とし て用い ることに成 功し ている．　Hawking 及 びBurrough　（1946）

は ハムスタ ー及び マウスに対 し感染

実験を行い ，共に感染 はするが，感受 性はコトンラット

より遙 かに 劣る，と述べており，　Sen　（1961）はblackmouse

に対し ， 同様の実験を試 みたが， 遂にそ の血中

にmf を見 るに至 らず，剖検に よっ て胸腔内にごく僖か

な 成虫，それも発育不充分であっ た り，宿主の組織に 被

覆 されて死滅したものを認めたに過ぎなかっ たと報告し

ている．　Zein－Eldin　（1965）はスナネズ ミの股静脈内に

石 ／りmosoides 幼 虫を 注入 することによ り高率に感染 せ

しめるこ とに成功した ．こ の動物が Litomosoides に 感

染 し易い ことは以前から知られていたが，こ のよ うなこ

とから抗フ ィラリア 剤実験動物として大 きく取 り上げら

れ るよ うに な り，米国では コトン ラットに代 り， スナネ

ズ ミが普通に用いられるよ うになっ て来ている ．

我々の実験でも，スナ ネズミは コトン ラットに次いで

高い感受性を示し，末 梢血中 のmf 濃度も高かっ た．前

二 者に較べるとかな り低いが アカ ネズミも或程度 の感染

率を示した．しかしこの実験に 用いた のは 野生 のままの

ものであるため年令が判然 とせず，おそら く生後4 ヵ月

は経ていると思われ，若し生後3 週前後 のものを 用いた

場 合には更によい結果を得たであろ うこ とも予想 せられ

る ．アカネズミに較 べるとラット（Wistar 系） やハ ム

ス ターは遙かに感受性が低く，寄生フ ィラリア成 虫の死

亡 の多 い のが 目立つ ． マ ウス（DDD 系）は甚だしく感

染率が悪く，全期間を通じ，末梢血中にmf が殆 ど認め

られなかっ た．これに対しハ タネズミ亜科 のハタネズミ

及び Clethパ凹り田μ は末梢血中のmf 出現 密度は低い

が，成虫への発育率は ラットなど よりよかっ だ のは注 目

に値し，今後こ の亜科 の検討をさらにすすめ る必要があ

る ．尚，シマ リスにはフ ィラリアの寄生した よ うな痕跡

すら認められなかっ た ．

実際問題とし て，薬 剤実験 用にど の動物が一 番向いて

いるかとい うこ とにな ると，矢張 りコト ンラット が最も

す ぐれ てい ると考えられる． 石 加回卵必たs に対 する感

受性 の高いこ と，繁殖力 の盛 んな こと， スナネズミなど

に比し 胸廓が広 く，剖 検時に 楽であ ることなどがあげら

れ る．コトン ラットの欠点 とせら れる狂暴な性質とい う

点 で 乱 当 研究部で累 代飼育されてい る＝＝・トソラットは

341

比較的扱い易い動物となって来ているし，共喰いの傾向

も，個々に分離したゲージを用いることにより完全に避

けられているので，あえてスナネズミに代える必要は認

めていない．これとは別にハタネズミ，　Clethrionomys

等は体が非常に小さく，その上或程度の感受性もあり，

実験の目的によっては使いうる動物と思われる．

結　　　　 論

日本で入手し うる8 種のネズ ミ，及びシマ リスに対し

Litomosoides の感染実 験を 行っ た．　その結果， コト ン

ラット が感染率 ，末梢血 中mf 出現濃度と もにす ぐれ，

ス ナネズミはこ れに 次い だ．アカネ ズミ，ハ タネズ ミ，Cyd

カパ凹 omys， ラット， ハ ムス ターな どに も感受 性は

認められた が前2 者に較べるとかな り低かっ た ．マウス

は甚だし く感受 性が低く，シマ リスには全 く寄生 が認め

られなかっ た．この点から Litomosoides に よる抗フ ィ

ラリア剤テスト用には，宿主として コトンラットが最 も

適し てい ることを再確認した ．

稿を終るに当 り，実 験に 協力を 得た寄生虫研究部 の諸

氏に 感謝の意を 表する．

（29 ）
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INFECTIVITY　OF　COTTON　RAT　FILARIA，　£ I　TO　A瓦1SOIDES 　CAR刀v7／TO

VARIOUS　SPECIES　OF　RODENTS

JUNZO　KOBAYASHI，　Takeo　SAKAI，　Hajime　MATSUDA，

Keiko　SHINODA　＆　Manabu　SASA

（．Department　of　Piのrasitology，　the　InstituteがMedical　Science，

1加 び戒a・・jり of　Tokyり，　Japan）

The　study　has　been　made　to　investigate　the　infectivity　of　£itomosoides 　carinii　to　var‘ious　species

of　rodents，　and　to　find　out　whether　any　other　rodent　species　which　are　easily

bred　in　laboratories　can　be　used　as　substitutes　for　cotton　rats．　Eight　species　of　rodents

were　tested　and　each　host　was　exposed　to　infection　by　certain　number　of　mites　estimated

to　harbor　50　to　200　infective　larvae．　Blood　test　was　made　every　week　after　the　7th　week，

and　the　number　of　microfilaria　（mf ）in　2．5　mm3　0f　blood　was　counted．　Infected　hosts　wereautopsied　after　the　blood　test　in　the　15th　week．

ji！attus　norvegicus　：　Four　rats　out　of　5　were　infected　but　the　mf　density　was　lowerthan　expected．　The　highest　number　was　50　per　2　

，　5　mm3．　Adult　worms　which　were　foundmature　and　alive　at　the　autopsy　were　20

，　17，　8，　1　and　O　per　each　host，　while　large　numberof　dead　or　immature　worms　were　seen　in　all　animals．

Mus　musculus 　：　Five　animals　were　infected，　but　the　mf　density　was　negative，　withan　exception　that　a　microfilaria　was　seen　only　once　in　a　mouse　in　the　7th　week．　Althougha　few　adult　worms　were　alive　in　all　hosts，　most　parasites　were　immature

or　dead．

jjりθ＆・ us　speciosus 　：　A　wild　caught　female　rat　was　infected．　The　mf　density　was150　per　2

，5　mm3　at　the　15　th　week，　showing　the　tendency　of　gradual　increase．

Microtus　mo 削功elli： 　Both　two　were　infected　but　died　in　the　8th　and　12th　week　dueto　heavy　harboring　of　parasites　which　were　81　and　56，　and　were　alive　at　the　autopsy

・CX召

thrionomys 　gαjりX・a・釣　All　3　animals　were　infected　and　showed　microfilaraemiaof　moderate　level．

Merio ？z6　unguiculatus 　。‘　A11　3　were　highly　susceptible　to　infection，　showing　high　mfdensity　of　more　than　1，000　1n　2　animals．　The　number　of　adult　worms　were　104，　91　and　33．

Mesocrict？tes　auratus 　j　A11　3　animals　were　infected，　but　two　of　them　died　in　the　courseof　observation，　and　the　microfilaraemia　level　was　lower　than　in　cotton　rats　and　gerbiles．

Tamias 　sibiricus　X　Three　animals　were　exposed　to　infection　with　about　200　infective・larvae，　but

were　not　infected．　No　parasite，　either　dead　or　alive，　was　seen　at　all．

Sigmodon 辰申㎡gs　j　Three　rats　were　infected　very　successfully，　showing　high　micro－filaraemia　（1，　651；　l

，　719　and　728）　and　high　recovery　rates　of　adult　worms　（37，　25　and　17）．The　above　results　indicate　that　the　infectivity　as　well　as　the　pathogenicity　of£

itomo－soides　car

・鈿ji　to　rodent　hosts　differ　greatly　among　species．　Both　cotton　rats　and　Mongoliangerbiles　are　estimated　to　be　best　fitted　for　tests　of　drugs　as　they　are　high

】y　susceptibleto　infection　and　can　survive　long

enough　to　allow　the　course　of　tests．　Promising　results

were　obtained　with　Micr・otus 　and　y1X・odemus．　The　albino　rat　was　seen　to　be　a　poor　host，and　the　mouse　and　squirrel　were　naturally　immune　to　infection．
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